
柳
 

」
 

,
 

一
 

第
五
十
一
自
秀
吉
・
家
康
も
恐
れ
た
P

ー
島
津
口
兄
弟
の
ク
最
強
伝
説
ク
 

,
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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
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中
小
企
業
経
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勲
誇
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慕
鷺
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懲
）
慕
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一
繊
，
瀦
襲
覇
棄
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護
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爽
響
ー
ザ
 

歴
史
に
学
ぶ
 

大
阪
経
済
大
学
特
命
教
授
・
 

寸
一
●
1
1
 

1
ム」 

経
済
評
論
家
 

ハ
h
・
F
十
E
、フ 

難
 
関
ケ
原
で
壮
絶
な
「
島
車
の
退
き
口
」
 

卿
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薩
摩
と
言
え
ば
、
長
州
と
と
も
に
明
治
維
新
を
成
し
遂
 

げ
た
主
役
だ
が
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
九
州
最
南
端
の
 

藩
が
ど
の
よ
う
に
し
て
幕
府
を
倒
す
力
を
蓄
え
た
の
だ
ろ
 

う
か
。
そ
の
強
さ
は
、
元
を
た
ど
れ
ば
戦
国
末
期
の
島
津
 

四
兄
弟
（
義
久
、
義
弘
、
歳
久
、
家
久
）
が
作
り
上
げ
た
 

も
の
だ
っ
た
。
 

中
で
も
次
男
の
義
弘
は
武
勇
に
す
ぐ
れ
、
特
に
関
ケ
原
 

の
戦
い
（
一
六
〇
〇
年
）
で
の
撤
退
戦
は
ク
伝
説
f

と
 

な
っ
て
い
る
。
 

義
弘
は
千
人
（
諸
説
あ
り
）
の
手
勢
を
率
い
て
西
軍
に
 

参
陣
し
た
も
の
の
、
西
軍
は
敗
退
、
島
津
軍
は
戦
場
に
残
 

さ
れ
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
す
で
に
退
路
は
断
た
れ
、
義
 

弘
は
正
面
突
破
し
て
脱
出
す
る
し
か
な
い
と
決
断
し
た
。
 

こ
こ
か
ら
、
敵
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
と
い
う
前
代
未
 

聞
の
撤
退
が
始
ま
る
。
家
臣
た
ち
が
義
弘
を
守
り
な
が
 

ら
、
正
面
の
福
島
正
則
隊
に
ま
ず
突
撃
、
続
い
て
井
伊
直
 

政
隊
、
本
多
忠
勝
隊
ら
精
鋭
の
追
撃
を
振
り
切
り
、
大
胆
 

に
も
徳
川
家
康
の
本
陣
近
く
を
通
過
し
た
後
、
伊
勢
街
道
 

に
出
て
戦
場
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
 

だ
が
そ
の
戦
法
は
、
捨
て
好
と
い
う
壮
絶
な
も
の
だ
っ
 

た
。
義
弘
を
守
る
本
隊
が
退
却
す
る
の
に
合
わ
せ
、
殿
 

を
つ
と
め
る
少
人
数
の
兵
士
が
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
 

追
っ
手
の
兵
と
戦
う
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
に
勝
ち
目
は
な
い
。
 

義
弘
を
無
事
に
逃
が
す
た
め
に
時
間
を
稼
ぎ
命
を
捨
て
る
 

の
だ
。
最
初
の
殿
部
隊
が
全
滅
す
る
と
次
の
殿
部
隊
が
戦
 

い
、
ま
た
全
滅
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
 

義
弘
主
従
は
や
っ
と
の
思
い
で
大
坂
ま
で
た
ど
り
着
 

き
、
船
で
薩
摩
に
帰
還
を
果
た
し
た
が
、
薩
摩
に
戻
っ
た
 

時
に
は
八
十
人
余
り
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

こ
の
撤
退
戦
は
「
島
津
の
退
き
口
」
と
呼
ば
れ
、
後
世
 

の
語
り
草
と
な
る
の
だ
が
、
家
康
に
は
「
島
津
恐
る
べ
 

し
」
と
い
う
強
烈
な
印
象
を
植
え
付
け
た
の
だ
っ
た
。
 

家
康
は
半
月
後
、
島
津
討
伐
の
た
め
九
州
の
諸
大
名
を
 

薩
摩
に
向
か
わ
せ
た
が
、
攻
撃
開
始
を
命
令
で
き
な
か
っ
 

た
。
島
津
の
本
隊
は
関
ケ
原
に
参
陣
し
て
お
ら
ず
地
元
・
 

薩
摩
で
健
在
で
、
戦
闘
が
長
引
け
ば
徳
川
に
反
旗
を
翻
す
 

外
様
大
名
が
出
て
く
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
 

結
局
、
当
主
の
義
久
が
徳
川
方
と
粘
り
腰
の
交
渉
を
続
 

け
、
二
年
後
に
「
本
領
安
堵
」
を
認
め
さ
せ
た
。
処
罰
無
 

し
、
領
土
も
削
ら
れ
ず
に
決
着
さ
せ
た
の
だ
か
ら
、
義
久
 

の
交
渉
力
は
抜
群
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
 

背
景
に
は
、
島
津
軍
の
並
外
れ
た
強
さ
と
固
い
結
東
が
 

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
平
た
く
言
え
ば
、
「
島
津
に
 

う
か
つ
に
手
は
出
せ
な
い
」
と
家
康
に
思
わ
せ
た
わ
け
だ
。
 

重
要
な
戦
い
で
次
々
に
勝
利
 

5

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
強
さ
」
を
発
揮
 

島
津
軍
の
強
さ
は
、
以
前
か
ら
鳴
り
響
い
て
い
た
。
そ
 

の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
 

義
久
が
島
津
氏
の
第
＋
六
代
当
主
と
な
っ
た
の
は
一
五
 

六
六
年
。
島
津
氏
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
名
門
だ
が
、
そ
の
 

頃
は
内
部
抗
争
が
続
い
て
い
た
。
だ
が
義
久
は
四
年
後
に
 

ま
ず
薩
摩
を
統
一
。
そ
の
二
年
後
、
日
向
の
伊
東
氏
と
対
 

決
し
、
十
分
の
ー
の
兵
力
で
勝
利
し
た
。
義
弘
が
指
揮
し
 

た
こ
の
戦
い
は
「
九
州
の
桶
狭
間
」
と
呼
ば
れ
、
島
津
は
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日
向
進
出
の
足
掛
か
り
を
得
る
。
 

武
勇
は
義
弘
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
豊
後
の
大
友
氏
と
 

の
決
戦
（
耳
川
の
戦
い
、
 

一
五
七
八
年
）
で
は
義
久
自
ら
 

が
指
揮
を
執
り
、
巧
み
な
戦
術
で
大
勝
し
た
。
こ
れ
を
機
 

に
大
友
氏
は
衰
退
に
向
か
う
。
 

大
友
氏
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
肥
前
の
龍
造
寺
氏
が
勢
 

力
を
拡
大
、
 

一
五
八
四
年
に
両
軍
は
島
原
半
島
で
激
突
す
 

る
。
こ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
四
男
・
家
久
で
、
数
倍
以
上
 

の
敵
兵
を
狭
い
湿
地
帯
に
誘
い
込
み
圧
勝
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
重
要
な
戦
い
で
は
必
ず
勝
つ
と
い
う
強
 

さ
、
そ
し
て
十
年
余
り
で
九
州
随
一
の
大
名
に
躍
進
し
た
 

ス
ピ
ー
ド
、
ま
さ
に
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
強
さ
」
だ
っ
た
。
 

勢
い
づ
い
た
島
津
は
義
久
の
総
指
揮
の
下
で
筑
前
・
筑
 

後
ま
で
攻
め
上
り
、
大
友
氏
塵
下
の
l
n

向
橋
紹
運
・
立
花
宗
 

茂
父
子
と
対
決
（
本
稿
第
四
十
一
回
参
照
）
。
続
い
て
、
 

大
友
氏
の
本
拠
地
・
豊
後
に
攻
め
入
り
、
同
氏
を
滅
亡
寸
 

前
ま
で
追
い
詰
め
た
。
あ
と
一
歩
で
九
州
全
土
統
一
と
い
 

う
と
こ
ろ
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
の
だ
っ
た
。
 

大
友
氏
の
当
主
・
宗
麟
は
豊
臣
秀
吉
に
救
援
を
求
め
、
 

秀
吉
は
九
州
平
定
へ
先
発
隊
二
万
を
ま
ず
派
遣
、
島
津
軍
 

が
迎
え
撃
っ
た
（
一
五
八
七
年
、
一
戸
灘
鵬
の
戦
い
）
o

こ
 

こ
で
も
島
津
軍
は
兵
力
で
は
劣
勢
だ
っ
た
が
、
家
久
の
指
 

揮
の
下
で
大
勝
利
を
収
め
た
。
豊
臣
方
は
、
四
国
の
雄
・
 

長
宗
我
部
元
親
の
嫡
男
・
信
親
を
は
じ
め
、
大
名
ク
ラ
ス
 

の
有
力
武
将
を
数
多
く
失
っ
た
。
 

九
州
統
一
の
寸
前
で
秀
吉
に
降
伏
 

兄
弟
で
役
割
分
担
し
つ
つ
結
束
持
続
 

だ
が
秀
吉
が
総
勢
十
万
と
も
二
十
万
と
も
言
わ
れ
る
大
 

軍
を
率
い
て
九
州
に
攻
め
入
っ
た
。
さ
す
が
の
島
津
も
降
 

伏
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

秀
吉
は
義
久
を
赦
免
し
た
も
の
の
、
島
津
が
攻
め
取
っ
 

て
き
た
九
州
の
ほ
ぼ
全
土
を
取
り
上
げ
、
義
久
に
認
め
た
 

の
は
薩
摩
一
国
の
み
だ
っ
た
。
島
津
に
し
て
み
れ
ば
、
元
 

の
木
阿
弥
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
義
弘
に
大
隅
一
国
を
与
 

え
、
義
久
と
並
ぶ
大
名
と
し
て
遇
し
た
の
だ
。
 

さ
 

ど
 
わ
ら
 

ま
た
、
家
久
は
日
向
の
佐
土
原
（
現
・
宮
崎
市
）
を
領
 

地
と
し
て
い
た
が
、
秀
吉
は
日
向
を
取
り
上
げ
た
う
え
 

で
、
佐
土
原
を
家
久
に
返
し
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
島
津
 

に
配
慮
を
見
せ
つ
つ
、
兄
弟
を
分
断
す
る
狙
い
だ
っ
た
。
 

た
だ
そ
の
直
後
、
家
久
は
急
死
し
た
。
真
相
は
不
明
だ
。
 

四
兄
弟
の
も
う
一
人
、
三
男
の
歳
久
に
つ
い
て
だ
が
、
 

秀
吉
へ
の
降
伏
に
は
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
。
家
臣
に
命
じ
 

紗
冷
等
糾
鐙
冷
誹
等
年
等
津
事
い
◆
等
舞
熱
勲
）
い
舞
義
久
軒
熱
郵
竿
 

て
秀
吉
の
駕
寵
に
矢
を
射
か
け
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
 

だ
。
降
伏
し
た
後
も
秀
吉
に
反
抗
的
な
態
度
を
と
り
続
け
 

た
た
め
、
秀
吉
は
歳
久
を
自
害
さ
せ
る
よ
う
義
久
に
命
じ
 

た
の
だ
っ
た
（
一
五
九
二
年
）
。
 

そ
の
後
、
秀
吉
は
大
隅
の
義
弘
を
薩
摩
へ
、
薩
摩
の
義
 

久
を
大
隅
へ
と
入
れ
替
え
た
。
事
実
上
、
義
弘
を
当
主
に
 

し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
時
、
四
兄
弟
は
二
人
に
な
っ
 

て
い
た
が
、
あ
の
手
こ
の
手
で
島
津
の
弱
体
化
を
図
ろ
う
 

と
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
兄
弟
の
力
を
恐
れ
た
か
ら
 

だ
ろ
う
。
 

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
義
久
は
秀
吉
と
距
離
を
置
 

き
、
義
弘
は
親
秀
吉
的
な
姿
勢
だ
っ
た
。
だ
が
二
人
が
対
 

立
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
義
弘
は
秀
吉
か
ら
当
主
の
扱
い
 

を
受
け
て
も
鹿
児
島
に
は
入
ら
ず
、
兄
・
義
久
を
立
て
る
 

態
度
を
と
り
続
け
た
と
い
う
。
い
わ
ば
兄
弟
が
役
割
分
担
 

を
し
つ
つ
、
協
力
し
て
「
強
い
島
津
」
を
守
っ
た
の
だ
。
 

こ
の
よ
う
な
気
風
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
受
け
継
が
れ
、
 

明
治
維
新
の
原
動
力
に
も
な
っ
た
と
言
え
る
。
 

現
代
で
も
、
兄
弟
が
協
力
し
て
成
長
し
た
企
業
は
多
 

い
。
四
兄
弟
と
い
う
点
で
は
、
カ
シ
オ
計
算
機
を
創
業
し
 

た
樫
尾
四
兄
弟
が
思
い
浮
か
ぶ
。
樫
尾
四
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
 

れ
得
意
の
技
術
や
ァ
イ
デ
ア
、
営
業
な
ど
で
役
割
分
担
し
 

な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
電
卓
、
時
計
な
ど
を
開
発
、
「
オ
 

ン
リ
ー
ワ
ン
の
強
さ
」
を
誇
る
カ
シ
オ
を
作
っ
た
の
だ
。
 

こ
れ
は
兄
弟
に
限
ら
な
い
。
ど
の
企
業
で
も
「
オ
ン
 

リ
ー
ワ
ン
の
強
さ
」
と
そ
れ
を
支
え
る
「
結
東
力
」
「
役
 

割
分
担
」
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
 

岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
〕
 

一
九
七
一
年
、
慶
鷹
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
 

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。
「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
 

ト
（
W
B
s
）
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
N
Y
支
 

局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
ニ
〇
〇
六
年
 

か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
、
同
特
別
招
聴
教
授
を
経
て
、
ニ
〇
ニ
五
 

年
に
同
特
命
教
授
。
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